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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、電気分析化学的アプローチから、金属錯体の電極反応機構の解明を行ったものである。２部３章
で構成されていて、第１部ではトリポッド型カルバニオン配位子tris(2-pyridylthio)methanide (tptm) を有
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１電子還元課程を示し、その一段目は可逆であることを明らかにしている。さらに、よりドナー性の強い中性
配位子4-methylpyridine(L) を加えると、配位子置換反応により [MoIV3S4Q3L3]
+ が生成し、１電子還元で得られ
た混合原子価状態の錯体 [MoIV2Mo
IIIS4Q3L3] が熱力学的にも化学的にも安定に存在することを見出している。 
 以上のように、本論文は、電気分析化学および無機錯体化学をはじめ酸化還元反応の関与する学問領域の発
展に大きく寄与するものである。よって、博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
